
組織開発（Organization Development, OD）の基本的な手順を、実務で使いやすい形にま

とめます。企業規模や業界で多少の違いはありますが、以下の流れが標準的なガイドライ

ンとして広く用いられています。 

1. 現状の診断と目的設定 

• 現状診断: 組織構造、文化、プロセス、人材配置、リーダーシップ、コミュニケー

ションなどをデータで把握します。インタビュー、アンケート、観察、業績指標な

どを組み合わせます。 

• 課題の特定と優先順位付け: 主要な問題点を特定し、影響度と実現可能性を天秤に

かけて優先度を決定します。 

• ビジョンと目的の設定: 何をどう変えるのか、成功の定義を明確にします。

SMART な目標を設定すると実行が楽になります。 

2. 戦略設計（介入設計） 

• 介入の設計原則: 体系的・組織全体を巻き込む、短期・中期・長期の混在、データ

ドリブン、学習志向など。 

• 介入の種類を決定: 

o 組織設計・再構築（組織図・部門間の責任と権限の見直し） 

o リーダーシップ開発・コーチング 

o チーム開発・協働の改善（アジャイル化、スクラム的手法導入等） 

o コミュニケーションの改善（情報共有ルール、会議設計） 

o 文化・価値観の変革（ビジョン共有、行動規範の明文化） 

o 人材開発・評価・報酬制度の整合性 

o ワークプロセス改善・デジタル化 

• ロードマップ作成: 介入の順序、リソース、責任者、マイルストーン、評価指標を

盛り込んだ実行計画。 

3. 実行（介入の展開と運用） 

• パイロット実施: 小規模な部門・チームで試行し、学習と修正を繰り返します。 

• 組織全体への拡大: 成果が確認できた施策を段階的に拡大します。必要に応じて現

場リーダーのエンパワーメントを強化します。 

• 学習と適応: 週次/月次の振返り、データに基づく改善を継続します。 

• リーダーシップとエンゲージメントの維持: 変革推進リーダー、チェンジエージェ

ントの育成と参画を確保します。 

4. 評価と調整 

• 評価指標の設計: 組織パフォーマンス指標（業績、顧客満足、社員エンゲージメン

ト、離職率、イノベーション指標など）とプロセス指標を組み合わせます。 

• モニタリング: 定期的なデータ収集と分析。ガントチャートやダッシュボードを活

用。 



• フィードバックループ: 学習を次のサイクルへ組み込み、介入を微調整します。 

5. 持続可能性の確保 

• 組織能力の定着: 変革後も継続的に学習できる体制（トレーニング、コーチング、

ナレッジ共有）。 

• 制度の整合性: 採用、評価、報酬、昇進など人事制度と OD 施策を整合させ、再発

防止と浸透を図ります。 

• カルチャーの定着: 望ましい価値観・行動規範を日常の習慣に落とし込みます。 

 

実務上のポイント 

• データドリブンと人間性のバランス: 数字だけでなく現場の声にも耳を傾ける。 

• 小さく始めて学ぶ（小規模実験）: 大規模な一括変革は失敗リスクが高い。まずは

パイロットで検証。 

• ステークホルダーの巻き込み: 経営層だけでなく中核リーダー、現場責任者、従業

員代表の協力を得る。 

• 透明性と信頼の醸成: 目的・進捗・課題をオープンに共有する。 

• 適応的計画と柔軟性: 環境変化や新たな学びに合わせて計画を更新。 

 

もし具体的な状況を教えていただければ、あなたの組織に合わせた「実行用の手順書」「介

入案」「評価指標テンプレート」を一緒に作成します。たとえば: 

• 業界・規模（従業員数、部門構成） 

• 現在の課題（エンゲージメント低下、意思決定の遅さ、イノベーション不足など） 

• 期限感（次の四半期までに何を達成したいか） 

• 予算・リソースの制約 

も教えてください。具体的なケースに合わせたロードマップとサンプル資料を提案しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「代理店契約の覚書」についてですね。 

目的や状況をもう少し教えてください。現時点でよくあるポイントを整理し、覚書

（MOU: Memorandum of Understanding）として盛り込むべき項目のひな型案を提示しま

す。必要に応じて、契約書ドラフトにも落とし込めるように具体例を添えます。 

1. 覚書の位置づけと基本情報 

• 件名: 代理店契約に関する覚書（MOU） 

• 当事者: 甲（代理店側の名称・住所・代表者名）と乙（製造・販売元の名称・住

所・代表者名） 

• 作成日・有効日: 作成日、覚書の有効開始日、終了日（任意） 

• 背景: 甲が乙の製品を特定地域で販売・販売促進を行うことを目的とする 

 

2. 事業範囲と権限 

• 代理地域: 地域名・国・エリアの範囲を明確化 

• 代理対象品目: 製品名・型番・サービス内容 

• 権限の範囲: 価格決定権、受注の承認権、在庫取扱、販売促進素材の使用許諾など 

• 禁止事項: 再販・特約店制度の有無、禁止販売ルート、オンライン販売の条件（自

社 EC・ marketplace 露出の可否 など） 

 

3. 責務と義務 

• 乙の義務: 商品供給の安定性、価格表の通知、技術サポート、マーケティング資料

の提供など 

• 甲の義務: 販売目標の努 MOU では任意設定、販売活動の誠実性、法令遵守、秘

密保持、レポーティングの頻度 

 

4. 責任とリスク配分 

• 品質保証・クレーム対応: 保証期間、修理・交換の方針、クレーム窓口 

• 瑕疵・損害賠償: 損害賠償の上限、免責事項 

• 保険: 必要な場合の責任保険や貨物保険の加入義務 

 

5. 知的財産とブランド使用 

• 商標・ロゴ・製品写真の使用許諾 

• ブランドガイドラインの遵守 

• ディープリンク・広告の方針 

 

6. 費用と支払い 

• 代理手数料の算定方法（固定額・売上比例・成果報酬など） 



• 支払時期・通貨・送金方法 

• 費用負担: 宣伝費・デモ機材・旅費などの負担区分 

 

7. 販売・レポーティング 

• 報告頻度（例：月次売上報告、在庫報告） 

• データの形式・提出方法 

• 監査権限（必要に応じて） 

 

8. 契約期間と終了 

• 有効期間: 例）1 年間、自動更新の有無 

• 契約終了事由: 相互の解約通知期間、重大事由（契約違反、支払遅延、法令違反な

ど） 

• 終了後の措置: 未完了の受注処理、個人情報・秘密情報の取扱い、在庫処分 

 

9. 機密情報と競業避止 

• 秘密情報の範囲と取り扱い 

• 従業員・協力者の秘密保持義務 

• 競業避止の有無・期間・地域（過度な制限は法令に適合させる） 

 

10. 紛争解決と準拠法 

• 準拠法・裁判管轄 

• 事前協議・仲裁機関（任意） 

• 通知方法・連絡窓口 

 

11. 雑則 

• 単独条項の有効性 

• 規約変更の手続き 

• 人種・性別・国籍など差別禁止の条項（法令遵守） 

 

ひな型ドラフト（簡易版） 

• 件名: 代理店契約に関する覚書（MOU） 

• 当事者 

o 甲: [代理店名称], 住所: [住所], 代表者: [氏名] 

o 乙: [製造・販売元名称], 住所: [住所], 代表者: [氏名] 

• 背景 

o 乙は自社製品を国内/海外の特定地域で販売・促進するため、甲に代理店と



しての権限を付与することを希望する。 

• 目的 

o 本覚書は、甲乙が良好な協力関係を構築し、具体的な代理店契約締結の前

提条件を整理するものである。 

• 主要条項 

i.代理地域: [地域名] 

ii.代理対象品: [製品名・型番等] 

iii.権限: 価格・受注・販促 material の使用許諾等 

iv.義務: 乙は [義務内容]、甲は [義務内容] 

v.費用・報酬: [算定方法・支払条件] 

vi.秘密保持: [期間・対象範囲] 

vii.知的財産: [使用条件・ブランドガイドライン] 

viii.契約期間: 有効期間 [期間]、自動更新/更新条件 

ix.解約条件: [通知期間・違反時対応] 

x.法令遵守・紛争解決: 準拠法 [国名/州法]、裁判所/仲裁機関 

• その他 

o 本覚書は法的拘束力を持つ契約ではなく、将来の正式契約締結の枠組みを

定めるものである。 

• 署名欄 

o 甲: 名前・署名・日付 

o 乙: 名前・署名・日付 

次の一歩として 

• 現状のニーズを教えてください。例えば: 

o 対象地域はどこか 

o 代理料の計算方法（固定/売上比例）や目標売上の有無 

o 必要な期間（1 年間の暫定版か、長期の枠組みか） 

o 秘密保持の期間や競業避止の要否 

o 紛争解決の希望（日本国内法・現地法・仲裁機関など） 

• もし既に雛型ドラフトがある場合は、共有してください。それを基に具体的な条項

を日本法務の観点で整合させ、リスクを抑えた言い回しにブラッシュアップしま

す。 

ご希望の条件を教えていただければ、実務的に使える具体的な覚書のドラフト案を作成し

ます。 

 


